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Abstract

The purpose of this study is following two. 

1) First of all, clarify the present condition and the problem of management by the side of

organization about the fitness club in Huainan. 

2) Next, analyze about member's individual attribute, the characteristic of action, and a con‑

sciousness of club.

1. literature study, 2. questionnaire investigation, and 3. interview investigation were used

for the method of research. Questionnaires was distributed to the manager and member of

six clubs in China Anhui Huainan. Investigation was conducted in the periods from August

16, 2013 to September 1. Questionnaire investigation by the detaining method was con‑

ducted. The number of effective recoveries was 392 questionnaires.

The conclusion is as follows. 

Although the fitness club made into the universe is comparatively large‑sized, since it is

blessed also with conditions of location, or an incidental institution and attached structure,

convenience is high. Moreover, the target club has many things of private management,

and a manager's sport speciality nature is low. Although special instructors' percentage in

the whole club occupies 62.5%, this rate is biased by a club.

As for the school education of the member who is a candidate of questionnaire investi‑

gation, more than university graduate business is over 75%. 76% of the utility time belt of

a club is concentrated on an afternoon. In the combination of the number of times of use,

and utility time, the man tended to have called the woman a short time a little by high fre‑

quency with inside frequency for a long time. There are many participating purposes in

order of training and a diet, and they also have a significant difference by an occupation.

The dissatisfied point over a club is over 60% by two, service and an instructor.

Based on the conclusion, it suggested practically about the following four matters. 

1) Special substantial instructor and training 

2) Product 

3) Expansion of a market 

4) Promotion
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Ⅰ．研究背景
現在、中国の多くの都市、特に北京、上海

などの大都市には数多くのフィットネスク
ラブ（以下、クラブと表記する。）がある。し
かし、大都市の人口と消費水準に比べれば、
市場欲求に対してまだ足りていないという
のが現状であろう。
中国安徽省淮南市は国内でフィットネス

市場の開発が遅れている都市でありクラブ
の経営管理という面ではまだ成熟していな
い。一方で、近年、淮南市フィットネス業市
場に対する投資者は多くそれにともない投
入される経営資源も増加しつつある。その
ため、急速な市場の発展にクラブの組織的
な対応が追いついていないといった問題も
生じてきている。

Ⅱ．先行研究の検討及び研究意義
王（2008）は、安徽省都市クラブの建設と

発展を急ぐべきであること、クラブの経営
管理をレベルアップすること、そして人々
のフィットネス意識や消費観念を重視する
べきである、との結論を得ている。
また馬（2009）は、中国の多くのクラブに

おいて、科学的な経営管理の理念、フィット
ネス市場の調査と消費者の需要の把握がま
だ十分足りていないことを明らかにした。
これら２つの論文を中心に検討し分かっ

たことを以下４点に整理した。
（１）クラブの規模
安徽省内クラブの誕生が他の都市より遅

いこともあり、クラブの主な規模は中型、小
型である。クラブの設備としては充実した
器具は揃っておらず、内容も単一である。
（２）経営管理について
安徽省内クラブの経営者の中には、スポ

ーツ経営を専門とした人材が極めて少ない
ことである。また、各クラブの経営手段は伝
統的で、主な経営形式は個人経営が主流で
ある。

（３）フィットネス指導員
安徽省内クラブの指導者の年齢構成が若

年齢化し、専門的な教育と資格を持ってい
る人が少ないため、給料が低いこともある。
（４）クラブの会員
安徽省内クラブの会員を年齢別でみると

成年者が最も多く、性別では女性が半数以
上を占める。会員の参加動機としてはトレ
ーニングやダイエットを目的としている者
が多い。
中国のクラブの経営管理や会員に焦点を

当てた研究はいくつかあるが、それぞれ特
定の省や市のクラブを取り扱うものが大多
数である。国土が広大であるため中国全土
から無作為にクラブを抽出し調査するとい
う方法には限界があることから、このよう
に各地（省や市）の現状を正確に把握するこ
とにまず意義があると考える。そして、それ
ら過去の先行研究をも含め各地の実情を総
合的に捉えると中国のクラブの全容がおぼ
ろげながら掴めるのではないだろうか。
また、中国での同様のクラブを対象とし

た先行研究と比べると、淮南市クラブには
発展中に多くみられる問題が存在すること
が先行研究等により示されている。そこで
その問題を明確にし、実践的示唆を提示で
きたならば、本研究は淮南市クラブ市場の
発展において大きな役割を果たせる。そこ
にも本研究の意義があると考える。

Ⅲ．研究目的
本研究は文献研究、現地での質問紙・面

接調査により、中国の中規模都市としての
安徽省淮南市を事例とし、そこでのクラブ
の経営管理の現状と会員の特性について研
究を行う。
具体的には、以下の二つを本研究の目的

とした。
（１）淮南市クラブについて、まずは経営体

側の経営管理の現状及び問題点を明
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らかにする。
（２）次に淮南市クラブの会員における個

人的属性や行動の特性、クラブに対す
る意識等について分析する。

Ⅳ．研究方法
１．文献研究
先行研究の検討に際しては、主に中国内

のクラブについて記述した論文を収集し整
理した。
２．質問紙（アンケート）調査
１）調査対象：中国安徽省淮南市にある６
つ（英派斯、金士堡、大世界、奥瑞特、
洛克、堡康美斯）のクラブの経営者とそ
の会員。

２）調査期間：平成 25年 8月 16日から 9

月 1日までであった。
３）調査手法：留め置き法による質問紙調

査を実施した。有効回収数は 392部で
あった。

４）調査項目：クラブの経営管理の現状、
経営項目、会員の属性や行動特性、フィ
ットネス指導員、また年収や会費を主
たる質問項目とした。　

３．面接（インタビュー）調査 
淮南市クラブの経営者への面接を通じ

て、質問紙調査では把握が困難な詳細部を
明らかにした。

Ⅴ．結果及び考察
１．調査対象地の特徴

図１　安徽省内の淮南市（左）と中国内の安徽省（右）

図１の右図は中国全土を示すが、その東
南部、陽子江の下流に位置するのが安徽省
である。その安徽省を拡大したものが左図
であり、その中部（省都合肥市）北寄りにあ
るのが淮南市となる。

表1　安徽省内16市の人口・面積・人口密度（○内数字は順位）

表１は安徽省にある 16の市の人口・面
積・人口密度を示したものである。16市の
中で淮南市は、人口は 11位と少なくまた面
積も 14位と狭いが、人口密度は１位である
ことから省内でも屈指の人口密集地と言え
る。

２．経営体側の特徴
１）淮南市クラブの特徴

表2　淮南市各フィットネスクラブの概要
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近年、安徽省淮南市には大型のクラブが
６つある。表２から、淮南市の大規模なクラ
ブの場所面積（特に大規模な奥瑞特クラブ
を除く）は 2520㎡～3200㎡、資本金（特に
大規模な奥瑞特クラブを除く）は 150～320

万元、会員数は 580～1000人である。今回調
査外の小規模なクラブの資本金は 50万元
未満であることが多い。

２）立地条件
居住地では、淮南市市区内の人口数は

180万人を超えており、市区外の人口数は
およそ 53.4万人である。前述の６つのクラ
ブも市区内に建てられており、隣に住宅区、
スーパー、ショッピングモール等が集まり、
複合的な施設となっている所もあった。と
ても便利であることから、会員は自宅近く
で、このような市区内にあるクラブを利用
する傾向にある。
一方で、聞き取り調査によると、経営者の

一人はクラブの設置場所について以下のよ
うに答えている。「商業地区だと人の流れが
大きいし、交通アクセスも便利であること
から消費者がクラブに来て参加しやすい。
また、クラブの広告宣伝にとっても好都合
であった。」

３）クラブ経営者側の現状

表3　各フィットネスクラブの性質と経営者の実情

淮南市クラブの性質としては、６つの内
４つは個人経営である。特に大規模な奥瑞
特クラブには４名の経営者がいるが、他は
１～３名である。スポーツが専門でない経

営者は９名（４クラブ）でスポーツ専門の経
営者は５人だけ（２クラブ）であった。
個人経営である洛克クラブの経営者であ

る梁成 氏（スポーツは非専門）は次のよう
に話す。「僕は始めにクラブを経営するとい
うことであり、私の専門は地産の開発とな
った。近年、淮南市にはますます多くの投資
者がいることから、しっかりと見極める必
要がある。また自営業のクラブも増加して
いる。人々が健康を重視しているのかは分
からないが、クラブに参加する人はたくさ
んいるのが現状である。」と述べる。
一方、同じく個人経営である大世界クラ

ブの経営者李晨阳氏は、「私は大学の専門は
クラブの経営管理であり、卒業後クラブに
入り仕事をすることとなった。2009年から
は英派斯等の全国チェーンクラブが淮南市
に次々と入ってきたので、そのため淮南市
クラブ産業の市場が開かれてきた。このこ
とは、淮南市クラブ産業の急速な発展を意
味する。一方で、私はクラブ経営管理が専門
であるため、会員の需要は何なのか分かっ
た。そこで、自身のクラブにおける指導員の
レベルに対しては要求が厳しくなった。」と
話してくれた。

6クラブの中でスポーツ（経営）専門の経
営者は、大世界と奥瑞特の２つにしかいな
い。しかも、面接を通し、この６つのクラブ
の経営者におけるスポーツの専門レベルば
かりか経営管理面も弱いことがうかがえ
た。

４）クラブ指導員

表4　角クラブの専門・非専門の指導員数　　単位：人

陳ほか
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淮南市クラブの指導員については、経営
者への聞き取りにより、その実態を把握し
た（表４）。全体でみると、非専門指導員の
割合は 37.5％となっている。ただ、この割合
はクラブにより差があり、少ない所で
25％、多い所では 44.4％を占めている。

３．回答者側の特徴
①性別と年齢

表5　性別と年齢層

回答者の性別、年齢構成としては、男性が
190名、女性が 202名で、男女比はほぼ同じ
である。回答者の年齢層は、18～29歳が最
も多く、次に 30～45歳と続く。

②回答者の職業
表6　回答者の職業

職業は、会社員が一番多く全体の約３分
の１を占めている。次に多いのが自営業者
であり、全体の約４分の１となっている。ま
た学生も４分の１近くを占める割合となっ
ている。
多くのクラブは学生割引で学生を引き付

ける。学生は固定的な収入がない現状だが、
在学時のフィットネスの体験は卒業後仕事
をするようになるとスポーツ消費の持続に
つながる可能性がある。そのためクラブは
このグループを重視していくべきだ。

③回答者の学歴

男女差はなく、全体では高校卒業以下の
人が 24.5％、大学卒業が 60.5％、大学院修了
が 15％である。

④回答者の収入

図２　回答者の収入（月収）

回答者の収入は月 2000～3000元未満が
一番多い。以下、3000～4000元未満、2000

元未満と続く。今回対象６クラブの月会費
平均額は 202元だがその額と利用者の月収
入との関係でみると、月収 3000元で 6.7％、
月収 2000元の人は収入の実に 10％ほどを
クラブに費やす事が推察された。
安徽省の収入水準は全国 23の省の中で

９位に位置することから中間の水準にある
といえる。そのことから、淮南市のクラブは
中級の消費水準の人々に会費設定を合わせ
るようだ。

⑤主に利用する時間帯
表8　職業別の主利用時間帯
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クラブを利用する時間帯として一番多い
のが午後（２～５時）であり、76％と全体の
約４分の３の人が利用している。中でも学
生は９割強の会員がこの時間帯に集中して
いる。次に多いのが朝の時間帯であり
17.3％となる。利用時間帯としては、ほぼこ
の二つの時間帯に集約される。

⑥毎週の利用回数
表9　男女別の週あたりの利用回数

毎週の利用回数について、男性は３～４
回の人が一番多く 57.4％を占める。これら
の方々の利用目的は力量訓練と思われる。
一日おきに利用すれば効果が得られて良い
と考えているようだ。女性は５回以上の利
用者が一番多い。この人々はそれぞれの目
的を達成するため高頻度で活動しているの
だろう。利用頻度に関しては男女差が大き
く出た（χ2検定でも 0.1％水準で有意差あ
り。）。

⑦運動時間
表10　男女別の1回あたりの運動時間

全体では１～２時間未満の運動時間が一
番多く、次に１時間未満となりあわせると
約 86％となる。男女別では、男性は２時間

以上、女性は１時間未満の利用者がそれぞ
れ他の異性と比べて多いのが特徴である
（χ2検定でも 0.1％水準で有意差あり。）。
利用回数と組み合わせると、男性は中頻

度でやや長時間、女性は高頻度でやや短時
間、という傾向がある。

⑧クラブへの参加目的
表11　職業別のクラブへの参加目的

全体でクラブへの参加目的として多いの
はトレーニング（31.4％）であり、これは特
に学生に多い。ほぼ同数なのがダイエット
（30.1％）だが、これは自営業者に多くみら
れる。次にストレスの緩和（17.9％）、健康
の維持増進（12.5％）と続く。生活を豊かに
するためという人は少ない。このストレス
緩和は会社員に特に多くみられる点はなる
ほどと思われる。参加目的に関しては、これ
らの部分で職業による差が大きく出た（χ2

検定でも 0.1％水準で有意差あり。）。

⑨クラブに対する不満点
表12　職業別のクラブに対する不満

クラブに対しては、サービスに対する不
満が一番多く（34.9％）、約３人のうち１人

陳ほか

36



にあたる。以下、指導員（27.3％）、項目
（13.5％）、設備（13.0％）と続く。いずれも
職業による差はみられない。

Ⅵ．まとめ
１．淮南市クラブの現状
１）経営体側
調査対象としたクラブは比較的大型のも

のだが、立地条件や付帯施設・付属設備に
も恵まれていることから、利便性が高い。ま
た、対象のクラブは個人経営のものが多く、
経営者のスポーツ専門性は高いわけではな
い。クラブ全体における専門指導員の割合
は 62.5％を占めるが、この割合はクラブに
よって偏りがある。
安徽省内クラブを対象とした先行研究は

４,５年前の実態であるが、当時と比べ施
設・設備のハード面は整備されつつある。
しかしながら、ソフト面である人的資源（経
営者や指導員の専門性等）については充実
しつつあるとは言えない状況にある。
これは、クラブのサービスに対応する人

の問題が一番大きい。会員は次第に健康に
対する意識を高め、自身の健康状況と生活
の質に対する品質・サービスの高さを求め
る傾向にある。会員のこの傾向は、指導員の
レベルの要求も高めることにつながる。し
かしながら、指導員の指導レベルが会員の
満足を充足させる状況にはない。現在の淮
南市クラブの指導員の中には、「指導員免許
がない人」が 60％を占めることも原因の一
つと考えていいだろう。スポーツの専門性
とプロ養成を受けた人は少数にすぎない。
これはクラブの経営管理の上で極めて重要
な問題の一つだ。
２）会員側
質問紙調査の対象である会員の学歴は大

学卒業以上が 75％を超えており、クラブの
利用時間帯は 76％が午後に集中する。利用
回数と利用時間との組み合わせでは、男性

は中頻度でやや長時間、女性は高頻度でや
や短時間、という傾向がある。参加目的はト
レーニング、ダイエットの順に多く職業に
よる有意差も見られる。クラブに対する不
満点は、サービスと指導員の二つで 60％を
超えている。
安徽省内クラブを対象とした先行研究で

は、成年者の加入が多く、女性の割合も半数
以上であること。またクラブへの参加動機
としてトレーニングやダイエットが多い、
という特性であった。前者は調査対象者の
抽出の方法が同じでないことから単純に比
較できないが、後者についてはまったく一
致する結果となった。

本結論を受けて、以下に実践的な示唆を
提案する。

２．淮南市クラブの経営管理についての提
案

１）専門的指導員の充実と育成
クラブは財務的資源が充分ならば直接ク

ラブ経営の専門家を招聘し、クラブに対し
て統一的な経営管理を行うべきである。ク
ラブに専門指導員が不足するのならば、プ
ロフィットネスクラブの管理会社に協力し
てもらう手もあるだろう。このように、会員
に良いサービスを提供するだけでなく、自
クラブの指導員を育成するという視点も必
要不可欠であろう。
２）プロダクト
淮南市クラブにおける会員の不満点を改

善し満足度を高めるため、また経営体側の
事業の充実や拡大のため、以下の方途を考
えてもよかろう。
①既存の設備に対して、シリーズ化を検
討・開発する。会員のこれまでとは違う
願いを満足させることにより、会員の選
択肢を増やす。
②外国の先端設備を導入する。同時に自ク
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ラブで新しい設備を開発することによ
り、展開できる事業（プログラム）が増え
ることにつながる。
３）市場の拡大
現在、発展中の中型都市としての淮南市

において、人々は健康への意識も次第に高
まっている。したがって、人々は「健康を買
う」傾向にある。一方で、今淮南市政府は「山
南新区」の開発を進めていることもあるの
で、これと結びつけて今後「山南新区」は淮
南市クラブ市場のもう一つ重要な地域にな
ると思われる。
４）プロモーション
クラブが利益を求めるのであれば、宣伝

することが必要不可欠である。
淮南市では自クラブのホームページがな

いのは２つで、他の４つは有している。しか
しながらごく簡単な設定のみであることが
分かり、これでは十分でない。ホームページ
の改善に関しては、淮南市の人々はクラブ
やその情報を探す時にほとんどがホームペ
ージを使用して調べることが少ないよう
だ。このことから、淮南市の人々のクラブを
選ぶ選択の仕方にも着目する必要がある。

Ⅶ．課題
中路（2007）の指摘同様、本研究でもフィ

ットネスクラブの経営体側の正確な情報を
つかむのには苦慮した。また、会員に対する
アンケートにおいても多少不備があった。
今後調査する機会があれば、綿密な計画の
もと、正確な情報収集に努めたい。
中国全土からの無作為抽出が極めて困難

という研究の限界がある中、本研究では安
徽省淮南市という特定の地域を取り上げ
た。ただ、選択の際、できる限り無作為に且
つ各種規模のクラブを選べたかというとそ
う断定はできない。可能ならば規模や特徴
の異なるクラブを取り上げ、より深く追究
していく必要があったのではないかと思

う。今後研究を継続していく中でそのよう
な視点を持ち続け、中国におけるクラブの
発展に少しでも寄与できればと考えてい
る。
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